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〔表V【〕
シスプラチン療法を受ける患者の指導及び観察事項
　1水分摂取→シスプラチン療法施行前後数日～2週間は
　尿量を1000　me～1500　me／d　ay以上排泄できる
　ように飲水を促す。（お茶，ジュース，くだものetc）
　2．エラスター針による点滴静注施行時
　　　　→なるべく関節部は避けてもらい必要時シーネ
　　　　　固定する。
　3．睡眠　→不眠の原因追求と除去に努め，必要時，眠剤
　　　　　投与
4便通　→施行2～3日前より便通調節，必要時
下剤投与
5食事　→消化のよいものの摂取に心がける
　　　　　シスプラチン施行当日も，できるだけ
　　　　摂取させ空腹感なく望んだ方が，嘔吐
　　　　時の苦痛や施行後の胃部不快感の少な
　　　　い事を説明指導する
6環境　→臭気の強いものの除去，室内の換気に
　　　　気をつける
7便器指導→バルン挿入なしでの治療時
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はじめに が，発表致します。
　皮膚科に於ける軟膏療法は，直接皮内に軟膏を浸透さ．
せ，その作用が現われる様にするもので，皮膚科治療の
重要な部分を占めています。同じ外用薬を使用しても，
その処置の方法によっては治療の経過に違いを生じさせ，
折角医師が患者の皮膚の状態に合った軟膏を処方しても，
適切な処置法が行なわれないと，治療効果にも大きな差
異が生じて来る事になります。現に，適切な軟膏処置を
行なわなかった為，病巣部を悪化させてしまう患者が，
年に数例ではありますがおり，見逃せない事です。
　当皮膚科に於いては，昭和47年度に作成されたパンフ
レットを，一時期は使用しておりましたが，現在では使
用しておらず，口頭で説明したり，メモ用紙に処置の方
法を書いたりして，患者指導を行なっております。
　多くの場合，軟膏塗布のみの処置は正しい方法がなさ
れておりますが，軟膏貼布処置の場合になりますと，病
院での処置時の説明は理解出来たものの，いざ自宅で処
置をしょうという時になると，どうして良いか分らず困
った等で，自宅での処置が徹底されていません。その為，
患者に分り易い処置指導の手引きとし，看護婦から患者
に対して，統一された指導が出来る様に，以前のパンフ
レットを再検討し，軟膏貼布患者を対象にしたパンフレ
ット作成に取り組みましたので，途中経過ではあります
　経過
　表1が，昭和47年度に作成された「軟膏のつけ方」の
パンフレットです。
　1．軟膏の種類
　2．処置方法
　3．処置回数
　4．外用薬の拭き取り方
　5．入浴
と以上5項目に分け，該当項目に○印をつける方法で指
導しておりましたが，今回新しく作成するにあたり，次
の様な問題点が取りあげられました。
　1．軟膏の種類
　　現在は処置も複雑化し，軟膏も2種類以上処方され
　　る事があり適当でない。
　2．処置方法
　　数種の外用薬が処方された場合，どの薬をどんな方
　　法で，どの部位につけたら良いか理解しにくい。
　3．処置回数
　　いつ頃処置したらよいか記入されていない為，分ら
　　ない。
　4．外用薬の拭き取り方
　　文章の区切りがはっきりしない為，読みにくい。
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　5．入浴
　　入浴許可のある場合，お湯の温度：，入浴時間，引け
　　んの使用等についての注意事項がない。
　以上の問題点を参考にし，改訂を試みました。
　表2は，昭和56年度に作成された処置カードです。外
来診察の際には，この処置カードによって医師から看護
婦へ処置指示が出ます。このカードは，人体図の処置部
位に⊂）印をつけ，処置方法や使用する軟膏の名称を記
入するという方法で使われておりますが，このカードで
すと，処置方法や処置部位等が一目で分かる為，今回の
パンフレットに利用出来ないかと考えました。その結果
が表3です。
　実物はB5版の大きさで，2つ折りにしたものを使用
します。
　・　のばす布地の材質
　　ガーゼ（3枚重ね），ネル，リント布，木綿地の肌
　　着（古着）
　患者によっては，説明したにもかかわらずティッシュ
にのばしたりしていますので，好ましい材質の布地とい
う事で挙げました。
　・　包帯
　　のりぬぎした綿包帯
　包帯には伸縮性のものと綿包帯がありますが，伸縮性
の包帯は動いたり引っ張ったりすると緊縛し易く，末梢
血管の循環障害を起こし浮腫や痒みの原因ともなります
ので，皮膚科での処置に於いてはあまり好ましいもので
はありません。又，新しい綿包帯を使用しますと，皮膚
の敏感な患者は包帯ののりにかぶれたりします。その為，
この項目を入れました。
　。　処置方法
　　1．　（　）軟膏を皮膚に薄く塗る。
　　2．（　）軟膏を布地に2～3　mmの厚さにのばす。
　　3・田図の概布地醐媚を入れ鴫・密
　　　着する様に貼る。
　　4．絆創膏，包帯で固定する。
　1，2は（　）を設け，例えば（赤い蓋のチューブ），
（黄色）等という具合に，軟膏容器の外観や軟膏の色を
記入出来る様にしました。3については，病巣部から出
る浸出液を包帯に吸収させる目的と，病巣部に軟膏を密
着させる意味で，切れ目を入れる事を説明し，処置部位
は右下の人体図に記入する事にしました。
　・　軟膏の拭き取り方
　　1．水引はぬるま湯をガーゼに浸してこすらない様
　　　に拭き取る。
　　2．植物油（天プラ油，サラダ油）を綿に含ませ，
　　　軟膏を柔らかくしながらこすらない様に拭き取る。
　患者には，乳剤性軟膏（コールドクリーム，バニシン
グクリーム等）とか油性等と区別しても分りにくい為，
これらの名称を省き1，2の様に拭き取り方のみを取り
あげ，該当項に○印をつける様にしました。
　・　処置回数
　　1．　1日（　）回
　　2．入浴後
　処置回数は症状によって個人差があるので，（　）を
設け回数を記入する様にしました。
2については，症状の比較的軽度な患者には入浴の許可
があり，入浴後は必ず処置する様指示が出ますのでこの
項目を入れました。
　・　入浴
　　1．入浴はひかえて下さい。
　　2．シャワーで体を洗い流す禾鍍にして下さい。
　　3．長湯や熱い湯は避け，浴槽内に入る時間は5分
　　　以内にして下さい。
　　4．石けんの使用（禁・可）
　病巣の状態によって，入浴可能な場合とそうでない場
合とが出て来ます。入浴許可のある場合でも，入浴によ
って体を温める事は全身の血行を促し掻痒感が増強して
来る為，当科に於いては出来るだけ短時間での入浴を勧
めています。
　・　石けん
　　香料や殺菌剤を含まない石けん。
　最近はいろいろな種類の石けんが出回っています。石
けんは，脱脂力が強くて皮脂膜を除去するものより，香
料や殺菌剤を含まない普通の石けんが良いとされており，
この項目を設けました。
　おわりに
　皮膚科外来には，新生児から老人に至る迄性別を問わ
ず幅広い年齢層の人が外来受診する為，軟膏処置指導は
自宅での処置が正確に行なわれる様にする為にも重要な
ものであり，処置に際しては家族の果たす役割も大きい
ものです。
　私達看護婦は，毎日同じ事を何度も繰り返して個々の
患者に説明するので，患者指導の慣れや外来診察の流れ
により自然と早口になってしまいます。‘方，患者は診
察の緊張や不安の為，医師や看護婦の説明についてよく
理解していない事も考えられます。軟膏処置に際しては，
看護婦の指導が治療効果に大きく影響されます。患者に
正しい軟膏処置を実行して貰う為，今回，私達はパンフ
レットを試作しました。このパンフレットを医師を交え
いろいろの意見を検討した後，実際に患者に活用して貰
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い感想を聞き理解度を把握し，より良い指導が出来る様
又，より高い外来看護が出来る様に，今後の課題として
行きたいと思います。
表1）
軟膏のつけ方
1軟膏の種類（1）1種類　（2）2種類　処方されます
2．処置方法　　（1）うすくすりこむ　（2厚めに塗る
　　　　　　（3）ガーゼ・ネルに2～3　mmの厚さに
　　　　　　　のばして貼る
　　　　　　（4）チューブ入りをうすくつけてから
　　　　　　　（3）の方法
　　　　　　⑤（1）の方法ののちサランラップ・ク
　　　　　　　レラップ等で上をおおって周囲を
　　　　　　　絆創膏で密閉
3．処置回数（1日）
　　　　　　（1）1回　　（2）2～3回
4．外用薬の拭　乳剤性（コールドクリーム・バニシ
　きとり方　ングクリーム）→水，又はぬるま湯
　　　　　　で拭きとる油性→植物性油（てんぷ
　　　　　　ら油・サラダ油）を綿にひたしてか
　　　　　　るく拭きとる
5。入　浴（1）禁（2）可1）あっさり入る
　　　　　　　　　　　　　2）はったまま入る
　　　　　　　　　　　　3）石けんをつかわない
　　　　　入浴心すぐぬる
　　　　　　　　　　　　　　　　皮膚科外来
（表2）・．
処置　力
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（表3）
　のばす布地の材質・　　　　　　　　　　’
　　ガーゼ（3枚重ね）ネル，リント布，木綿地の
　肌着（古着）
包　　帯
　　のりぬきにした綿包帯
処置方法
　　1．（　）軟膏を皮膚にうすくぬる
　　2．（　）軟膏を布地に2～3・mπの厚さにのばす
　　3．匪［図のように布地に切れ目を入れ皮膚に
　　密着するように貼る
　　4．絆創膏や包帯で固定する
軟こうの拭きとり方
　　1．水，又はぬるま湯をガーゼに浸してこすらな
　　　いように拭きとる
　　2植物油（天ぷら油，サラダ油）を綿に浸して
　　軟膏をやわらかくしながらこすらないように
　　拭きとる
処置回数
　　1．1日（　）回
　　2。入浴後
入　　浴
　　1．入浴はひかえてください
　　2．シャワーで体を洗い流す程度にしてください
　　3長湯や熱い湯は避け浴槽内にはいる時間は5
　　　分以内にしてください
　　4．石けんの使用（禁，可）
　石けん
　　香料や殺菌剤を含まない石けん
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